
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
     

 

山里小のいじめ対策について 

誰一人取り残すことなく、みんなが笑顔で

安心して学校生活を送ること。これは学校と

して最も重視していることであり、保護者の

皆様にとっても一番の願いなのではないで

しょうか。 

本校では「やさしさと思いやりで笑顔がい

っぱい ～認め合い励まし合いステップアップ山里っ子～」

の学校教育目標のもと、いじめ等のトラブル

を起こさない集団づくり等、未然防止に取り

組んでいるところですが、それでも起こって

しまうことがあるのも現実です。 

「いじめ」とは 

いじめ防止対策推進法第２条では、「いじ

め」を次のように定義しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、この定義も踏まえて、「いじめ

は、どんな場でも、どの子どもにも起こりう

る」という認識でとらえています。そして、

いじめの芽の段階で早期発見をし、早期解決

を図っていくことを基本方針としています。 

学校としてのいじめ対応の詳細について

は、「いじめ対策基本方針」（学校 HP に掲載）

にまとめていますので、ご覧ください。 

なお、早期発見、早期解決の概要は次のと

おりです。 

早期発見のために 

○月１回の生活アンケート 

○定期的な個人面談 

○相談しやすい体制づくり 

○小さな変化を見落とさない職員の目 

○「お悩み相談フォーム」12月運用開始 

早期解決のために 

○学年チームでの情報共有と対応 

○全職員での情報共有 

〇「いじめ対策委員会」での組織的な対応 

「事実確認」「被害児童のケア」「加害児童

への指導」「保護者への連絡」「継続的な見

守り」等、複数の教職員で行っていきます。 

 

※お子さんの様子で気になる点がございました

ら、いつでもご相談ください。 

 

認め合い 励まし合い ステップアップ山里っ子 

  

本校では、長崎市の平和教育研究実践協力

校として、対話型の授業に取り組んでいます。

先日、４年生総合的な学習「永井博士が望ん

だ平和を発信しよう」の授業公開が行われた

のですが、各グループで話し合う姿は、それ

こそがまさに平和の象徴のようでした。互い

の考えを肯定的に聞き合う雰囲気、安心して

自分の意見を言える雰囲気がそこにはあり

ました。「〇〇さんはできているよ」等、お

互いを思いやる言葉かけもありました。まさ

に、「認め合い 励まし合い ステップアップ

山里っ子」の姿です。 

このように、互いの人格を認め合い、安心

して自分らしさを発揮できる「学級づくり」

「学年づくり」「学校づくり」を推進してい

きます。 

山里小学校だより R７.１1.2１号               文責 校長 田川 雄一 

            やさしさと 思いやりで 

             笑顔がいっぱい！   
                                  認め合い励まし合いステップアップ山里っ子 

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児

童等が在籍する学校に在籍している等当

該児童等と一定の人的関係にある他の児

童等が行う心理的又は物理的な影響を与

える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）

であって、当該行為の対象となった児童等

が心身の苦痛を感じているものをいう。 


